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塵図書館も同文庫の1つを所蔵する（lnc.1,1 ; Raynerus de Pisis，両院heologia)o
ハンガリーの圃書館史を悟る陪，西部のジュール近却にあるパンノンハルマ修道院も重要な位置を占め









































ザE世（一1162），ラー スロー E世（一1163），イシュトヴァー ンN世（一1165），ベー ラE世（－1196），ラー スロー
E世（一1205）と並ぶ。14世紀になると現200フオリント紙幣にもなっている力一口イ・口ー ベルト（一1342），ナジ・
ラヨシュ（ー 1382）＇次いでアルベルト（ー 1439），そしてマー チャー シュ主（ー 1490)'16世紀前半のウラースロー



















ブ、夕、ペシュト聖イシュトヴァー ン大聖堂 紀の栄華，マー チャー シユ王の「コルヴィナ文庫」を通して，
1世紀聖イシュトヴァー ンの時代へと遡ってきた。その間，
エステルゴムの大司教座聖堂とパンノンハルマの太修道院を経由し，歴代の王の着座と埋葬の地，セーケ
シュフェヘ－Jレヴアー ルを経て，ペシュトの聖イシュトヴァー ン大聖堂へと及んだ。総じて，図書館が施設とし
ての整備を終え，利用に供されるようになったのはそれほど昔のことではない。だがそこに収められた薦書
の伝播を辿り．伝播の経緯をひも解き，あるいは建築史の上にその図書館を置いてみるとき，一国の歴史の
背景が浮かびょがることも稀ではない。いまハンガIJー の首都フダペシュトにあって，フダ城のセイチエー
ニィ図書館とベシュトの聖イシュトヴァー ン大聖堂とは，かつてコルヴィナ文庫の多くを河底に沈めたドナウを
はさみ，静かに対時している。
（あきやま・まなぷ人文社会科学研究科助教授）
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